
 

 

                                       

平成３０年度「地方創生カレッジ事業 e ラーニングコンテンツ制作」 

シラバス 

 

講座名 
地方創生イノベーター講座 〜まちづくり仕掛け人たちのスタート

アップ技法〜 

講座カテゴリ キーパーソン事例 

講師名 谷中修吾 

講座概要 日本全国の地方創生まちづくりで活躍するイノベーターに着目し、

その実践事例の分析に基づく解説を通じて、地域に０から１を生み

出すためのスタートアップ技法を学びます。とりわけ、注目度の高

いテーマとして、①オープンイノベーション編、②コミュニティデ

ザイン編、③エクスペリエンス編、④テクノロジー編という４つの

切り口を設定し、それぞれにおいて地域の現場最前線で活躍するイ

ノベーターたちを取りあげます。結果として、地方創生イノベータ

ーの最新トレンドを理解した上で、新しい地域づくりを仕掛けるた

めのビジネスモデルを学び、さらには地域にイノベーターを活用す

るための方策について示唆を得られるようになります。 

学習目標／受講で得られ

る知識・スキル・コンピ

タンス 

・地方創生イノベーターの最新トレンド 

・地方創生イノベーターのビジネスモデル 

・地方創生イノベーターの活用方法 

想定受講者及び前提条件 地方創生に関する学習経験がある方 

試験方法及び修了条件 

【試験方法】 

ユニット毎の確認テスト（択⼀問題）および、ディスカッションに

おける発⾔数と講義受講 

 

【修了条件】 

ユニット毎の確認テストで平均 70％以上の合格及び、講座毎のディ

スカッション最低発⾔回数、70％以上の講義視聴状況で評価を行い、

講座修了を判定する 



 

 

関連スキル※事例が含ま

れる場合、取材箇所も記

載のこと 

＜関連スキル＞マーケティング、リーン・スタートアップ 

＜事例地域（抜粋）＞福井県鯖江市、岐阜県郡上市、熊本県熊本市、

新潟県南魚沼市など（詳細は講義構成参照） 

他講座との関連 基盤編「地域活性化のためのマーケティング戦略〜WEBマーケティ

ング〜」を事前に学習することをお薦めします。 

講座の特徴 １） 日本全国の地方創生イノベーターの実践事例を概観すること

ができます（国内最大級の地方創生イノベータープラットフ

ォーム INSPIRE の知見と連動） 

２） 地方創生イノベーターの事業立ち上げ経緯やビジネスモデル

などを解説することで地域スタートアップの要諦を体得する

ことができます 

３） 地域の課題解決のために地方創生イノベーターを活用するた

めの方策について実務的な知見を獲得することができます 

学習深化のための取組み

／工夫等 

多方向授業の特徴を最大限活用し、自ら関係する地域、あるいは地

方創生に携わった経験のある方はその経験をディスカッションの中

で積極的に発⾔し、他の学習生と意見交換を進めながら学習される

ことをお薦めします。 

時間数 約 4 時間（イントロダクション、ユニット×4、まとめ） 

講座構成 イントロダクション 

 

ユニット 1：オープンイノベーション編 

・ オープイノベーションによる地方創生まちづくり 

・ CASE-1：若新雄純氏（鯖江市役所 JK課 プロデューサー） 

「ゆるいコミュ二ケーションによる地方創生まちづくり」 

・ CASE-2：田中美咲氏（防災ガール 代表理事） 

「女性目線の防災プロデュースによる地方創生まちづくり」 

・ CASE-3：平野彰秀氏（石徹白農業協同組合 参事） 

「過疎集落の小水力発電による地方創生まちづくり」 

・ まとめ 

 

 

 



 

ユニット 2：コミュニティデザイン編 

・ コミュニティデザインによる地方創生まちづくり 

・ CASE-1：影山知明氏（クルミドコーヒー店主） 

「カフェによる地方創生まちづくり」 

・ CASE-2：三城賢士氏（CHIKAKEN 共同代表／竹あかり演出家）

「竹あかりによる地方創生まちづくり」 

・ CASE-3：加藤優子氏（オマツリジャパン 代表取締役） 

「お祭りによる地方創生まちづくり」 

・ まとめ 

 

ユニット 3：エクスペリエンス編 

・ エクスペリエンスによる地方創生まちづくり 

・ CASE-1：興膳健太氏（猪鹿庁 長官） 

「狩猟体験による地方創生まちづくり」 

・ CASE-2：山田拓氏（美ら地球 CEO） 

「SATOYAMA EXPERIENCE による地方創生まちづくり」 

・ CASE-3：福田六花氏（南魚沼グルメマラソン プロデューサー）

「地域資源を生かしたマラソン大会による地方創生まちづく

り」 

・ まとめ 

 

ユニット 4：テクノロジー編 

・ テクノロジーによる地方創生まちづくり 

・ CASE-1：大前創希氏（ドローングラファー） 

「ドローンによる地方創生まちづくり」 

・ CASE-2：高橋理志氏（Voyagin CEO） 

「現地体験ツアー&アクティビティのECサイトによる地方創生

まちづくり」 

・ CASE-3：岡本俊太郎氏（アドワール 代表取締役） 

「VRによる地方創生まちづくり」 

・ まとめ 

 

まとめ 



 

講師紹介 谷中 修吾（やなか・しゅうご） 

ビジネス・ブレークスルー大学 准教授 

同大学院 経営管理専攻（MBA）兼担 

地方創生イノベータープラットフォーム INSPIRE 代表理事 

環境省グッドライフアワード プロデューサー 

 

ビジネスプロデューサー／クリエイティブディレクター。東京大学

大学院工学系研究科都市工学専攻修士課程修了。スタンフォード大

学 NGO で人材育成事業の運営を経て、公益財団法人松下政経塾卒

塾。NPO で経済産業省キャリア教育プロジェクトのモデル事業化を

実現した後、外資・戦略コンサルティングファーム Booz Allen 

Hamilton にて政府機関・民間企業の戦略立案・実行支援を経て、

ビジネスデザインファーム Velvet & Company を設立。震災後、

スターバックス、キヤノン、松下政経塾の連携による復興支援プロ

ジェクト「道のカフェ」を立ち上げ、総合プロデューサーとして企

画・運営に従事。地方創生イノベータープラットフォーム INSPIRE

（インスパイア）を主宰し、日本全国の地方創生イノベーターたち

の実践ノウハウを発信するカンファレンスを展開。環境省グッドラ

イフアワードのプロデューサーを務める。 

 


